
戦
せん

争
そう

が終
お

わっても食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

は続
つづ

き、子
こ

どもたちの

栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

が心
しん

配
ぱい

されたことから、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の再
さい

開
かい

を求
もと

める声
こえ

が高
たか

まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和
れ い わ

5年
ねん

都留市
つ る し

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センター  栄養士
えいようし

：望月衿那
もちづきえりな

 

 あけましておめでとうございます。冬
ふゆ

休
やす

み 中
ちゅう

は、日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

に触
ふ

れる機
き

会
かい

も多
おお

かったのではないで

しょうか。 正
しょう

月
がつ

料
りょう

理
り

には、豊
ほう

作
さく

や無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

などの願
ねが

いが込
こ

められていますが、 昔
むかし

も今
いま

も、その願
ねが

いは

変
か

わらないことを実
じっ

感
かん

します。 

さて、今
いま

の学
がく

年
ねん

やクラスで 給
きゅう

食
しょく

を食
た

べるのもあとわずかです。給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

を気
き

持
も

ちよく過
す

ごせるように、

今
こ

年
とし

の干支
え と

である「たつ（辰
たつ

）」にちなみ、一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

が 給
きゅう

食
しょく

の「たつ（達
たつ

）」人
じん

を目
め

指
ざ

してみませんか？ 

 

勉
べん

強
きょう

を効
こう

率
りつ

よく進
すす

めるには、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きをし、朝
あさ

ごはんをしっかり食
た

べてから取
と

り

かかるのがお勧
すす

めです。１日
にち

のうち、脳
のう

が一
いち

番
ばん

活
かっ

発
ぱつ

に動
うご

くのは午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

なので、朝
あさ

ごは

んで脳
のう

へエネルギーを補
ほ

給
きゅう

することが、やる気
き

や 集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

を高
たか

めることにつながりま

す。また、脳
のう

を活
かっ

性
せい

化
か

するには、よくかむことも 重
じゅう

要
よう

です。スープやゼリー飲
いん

料
りょう

など

で済
す

ませずに、主
しゅ

食
しょく

とおかずを組
く

み合
あ

わせて食
た

べることを 心
こころ

がけましょう。 

 

ご飯
はん

は粒
つぶ

のまま食
た

べるの

で、ゆっくり 消
しょう

化
か

・ 

吸
きゅう

収
しゅう

され腹
はら

持
も

ちがよく、

安
あん

定
てい

して脳
のう

へエネルギー 

を 供
きょう

給
きゅう

します。 

 

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の起
き

源
げん

は、明
めい

治
じ

22（1889）年
ねん

にさかのぼります。山
やま

形
がた

県
けん

の大
だい

督
とく

寺
じ

というお寺
てら

の

中
なか

にあった 小
しょう

学
がっ

校
こう

で、お弁
べん

当
とう

を持
も

ってこられない子
こ

どもたちに、 昼
ちゅう

食
しょく

を無
む

償
しょう

で提
てい

供
きょう

したこ

とが始
はじ

まりとされています。その後
ご

、全
ぜん

国
こく

へと広
ひろ

がりましたが、戦
せん

争
そう

による 食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

などの

影
えい

響
きょう

で 中
ちゅう

断
だん

されてしまいました。 

 

★子
こ

どもたちを取
と

り巻
ま

く 食
しょく

環
かん

境
きょう

が変
へん

化
か

する中
なか

で、平
へい

成
せい

17（2005）年
ねん

に「 食
しょく

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

」が成
せい

立
りつ

。平
へい

成
せい

20（2008）年
ねん

には、学
がっ

校
こう

における 食
しょく

育
いく

の推
すい

進
しん

を図
はか

る観
かん

点
てん

から

「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

法
ほう

」が大
おお

幅
はば

に改
かい

正
せい

されました（2009年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

施
し

行
こう

）。 

 

時
じ

代
だい

の流
なが

れと共
とも

に変
へん

化
か

を続
つづ

ける「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

」ですが、いつの時
じ

代
だい

も、子
こ

どもたちを

大
たい

切
せつ

に思
おも

う気
き

持
も

ちが詰
つ

まっています。そんな思
おも

いを感
かん

じて、おいしくいただきましょう。 

 

アメリカのLARA
ラ ラ

（アジア救
きゅう

援
えん

公
こう

認
にん

団体）から贈
おく

られた物
ぶっ

資
し

を使
つか

い、昭
しょう

和
わ

22年
ねん

１月
がつ

に給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

しました。 

 

★昭
しょう

和
わ

21（1946）年
ねん

12月
がつ

24日
か

に物
ぶっ

資
し

の贈
ぞう

呈
てい

式
しき

が行
おこな

われたことから、この日
ひ

を「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
しゃ

の

日
ひ

」としましたが、冬
ふゆ

休
やす

みと重
かさ

なるため、昭
しょう

和
わ

25

（1950）年
ねん

度
ど

からは１月
がつ

24日
か

～30日
にち

を「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」とすることが定
さだ

められました。 

★昭
しょう

和
わ

29（1954）年
ねん

に「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

法
ほう

」が成
せい

立
りつ

し、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の実
じっ

施
し

体
たい

制
せい

が法
ほう

的
てき

に整
ととの

い、教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

として位
い

置
ち

づけられるようになりました。 

 

脱脂
だ っ し

粉乳
ふんにゅう

や缶詰
かんづめ

などの

物資
ぶ っ し

を使
つか

って 

給 食
きゅうしょく

が 

作
つく

られ 

ました。 

 

 

アメリカから寄贈
き ぞ う

され

た小麦粉
こ む ぎ こ

を使
つか

って、パ

ン・ミルク・おかずの

完全
かんぜん

給 食
きゅうしょく

が始
はじ

まりま

した。 

 

パンの種類
しゅるい

が増
ふ

え、

めん類
るい

も提
てい

供
きょう

される

ようになりました。

脱脂
だ っ し

粉乳
ふんにゅう

のミルクは

牛 乳
ぎゅうにゅう

へと切
き

り替
か

わ

りました。 

 

給 食
きゅうしょく

の主食
しゅしょく

はパン

が中心
ちゅうしん

でしたが、

昭和
しょうわ

51年
ねん

に米飯
べいはん

が

正式
せいしき

に導入
どうにゅう

され、

献立
こんだて

の内容
ないよう

も豊
ゆた

かにな

っていきました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

に聞
き

いた 
 

給食
きゅうしょく

のエピソード集
しゅう

！ 

1月
がつ

２４日
にち

～１月
がつ

３０日
にち

は「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」ということで、今月
こんげつ

の給 食
きゅうしょく

には 

都留
つ る

市内
し な い

小中学校
しょうちゅうがっこう

の校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

の思
おも

い出
で

のメニューが入
はい

っています。 

全
ぜん

10校
こう

の校長
こうちょう

先生
せんせい

の給 食
きゅうしょく

にまつわる思
おも

い出
で

のエピソードを見
み

てみましょう。 

谷村
や む ら

第一
だいいち

小学校
しょうがっこう

 大竹
おおたけ

 太
ふとし

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

私
わたし

たちが子
こ

供
ども

の頃
ころ

は、休
やす

んだ子
こ

のところに 

給
きゅう

食
しょく

で出
で

たパンなどを持
も

っていくことが 

恒例
こうれい

でした。 

今
いま

では食
しょく

の安全
あんぜん

というところでそれが出
で

来
き

ない

のですが、自分
じ ぶ ん

が休
やす

んだ時
とき

に給 食
きゅうしょく

を持
も

ってきて

くれた友
とも

達
だち

に感
かん

謝
しゃ

するとともに、友
とも

達
だち

の顔
かお

が見
み

る

ことができる楽
たの

しい機
き

会
かい

でもありました。 

谷村
や む ら

第二
だ い に

小学校
しょうがっこう

 石原
いしはら

 裕
ひろし

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

 

私
わたし

が子供
こ ど も

のころの給 食
きゅうしょく

には「鯨
くじら

肉
にく

」のメニュー

がありました。鯨
くじら

肉
にく

は食
た

べにくい印象
いんしょう

があります

が、栄養士
えいようし

さんが工夫
く ふ う

をして美
お

味
い

しく食
た

べることが

出来
で き

ました。 

今
いま

では鯨
くじら

肉
にく

は手
て

に入
はい

りにくくなって給
きゅう

食
しょく

の 

メニューとして登場
とうじょう

しにくいですが、あの食感
しょっかん

と

味
あじ

はまだ記
き

憶
おく

に残
のこ

っています。 

今
いま

の給 食
きゅうしょく

はいろいろなメニューにあふれていて

美味
お い

しいものがたくさんありますが、 

ときどき昔
むかし

の給
きゅう

食
しょく

が懐
なつ

かしくなることも 

あります。 

 

都留
つ る

第二
だ い に

中学校
ちゅうがっこう

 梶原
かじわら

 満
みつる

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

 

私
わたし

が学
がく

生
せい

のころは毎学期
まいがっき

最後
さ い ご

の給
きゅう

食
しょく

の日
ひ

に 

「お楽
たの

しみ給
きゅう

食
しょく

」というものがありました。 

ケーキや赤
せき

飯
はん

、から揚
あ

げ、ロックパンなど 

毎
まい

回
かい

豪
ごう

華
か

で食
た

べきれない程
ほど

のメニューが並
なら

び 

ました。 

また、「鯨
くじら

の串
くし

カツ」や「紙
かみ

パックの牛
ぎゅう

乳
にゅう

に

入
い

れるミルメーク」など今
いま

では見
み

られないもの

があり、懐
なつ

かしいなと感
かん

じています。 

都留
つ る

第一
だいいち

中学校
ちゅうがっこう

 岩澤
いわさわ

 宏
ひろ

行
ゆき

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

 

給 食
きゅうしょく

のミルメークとカレーがでると 

ハッピーな気
き

持
も

ちになります。 

個
こ

人
じん

的
てき

には給
きゅう

食
しょく

はコミュニケーションの 

はじめの一
いっ

歩
ぽ

だと思
おも

っています。 

今
いま

の子
こ

どもたちには家
か

族
ぞく

以
い

外
がい

の人
ひと

と 食
しょく

事
じ

を共
とも

に

するという貴
き

重
ちょう

な機
き

会
かい

を大
たい

切
せつ

に過
す

ごしてほしい

と思
おも

います。 

東 桂
ひがしかつら

中学校
ちゅうがっこう

 三枝
さいぐさ

 幸一
こういち

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

 

小学校
しょうがっこう

のときはラーメンをリクエストしたかったのですが、当時
と う じ

はまだ給 食
きゅうしょく

にラーメンというものが 

定番化
ていばんか

されていなかったように思
おも

います。時
じ

代
だい

とともに食
しょく

文
ぶん

化
か

も変
か

わってくるものだなと感
かん

慨
がい

深
ぶか

いです。 

給
きゅう

食
しょく

というのは普
ふ

段
だん

はさりげないものかも知
し

れませんが、食
た

べられない立
たち

場
ば

になってみて初
はじ

めて 

懐
なつ

かしく思
おも

い出
だ

されて欲
ほ

しくなるものだと思
おも

います。 

東 桂
ひがしかつら

小学校
しょうがっこう

 清水
し み ず

 浩喜
ひ ろ き

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

「お花
はな

見
み

給
きゅう

食
しょく

」「紅葉
こうよう

給 食
きゅうしょく

」が思
おも

い出
で

です。 

私
わたし

が子
こ

どもの頃
ころ

は、桜
さくら

が咲
さ

く頃
ころ

や紅葉
こうよう

が見
み

ごろの

ころにクラスや全校
ぜんこう

で給 食
きゅうしょく

を食
た

べました。 

外
そと

でみんなで食
た

べる給
きゅう

食
しょく

がとっても楽
たの

しかったこ

とを覚
おぼ

えています。 

もうこんなことは無
な

いかなと思
おも

っていたら、 

数年前
すうねんまえ

に勤務
き ん む

した学
がっ

校
こう

でお花
はな

見
み

給 食
きゅうしょく

と紅葉
こうよう

給 食
きゅうしょく

がありました。 

全校
ぜんこう

生徒
せ い と

と先生方
せんせいがた

がグラウンドで輪
わ

になって食
た

べま

した。美
お

味
い

しい楽
たの

しい思
おも

い出
で

です。 

都留
つ る

文科
ぶ ん か

大学
だいがく

附属
ふ ぞ く

小学校
しょうがっこう

 齊藤
さいとう

 宏明
ひろあき

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 
 

ミートソースやナポリタンは学校
がっこう

ならではの味
あじ

だと思
おも

います。 

学
がっ

校
こう

のから揚
あ

げはどこの学
がっ

校
こう

へ行
い

っても美
お

味
い

しく、お店
みせ

の味
あじ

にも負
ま

けていないと思
おも

います。 

禾生
か せ い

第一
だいいち

小学校
しょうがっこう

 渡邉
わたなべ

 正司
ま さ し

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

 

私
わたし

は中
ちゅう

学
がっ

校
こう

２年
ねん

生
せい

のころから 給
きゅう

食
しょく

が始
はじ

まりま

した。 

おかわりのじゃんけんにはよく参加
さ ん か

していました。 

なかでもデザートのじゃんけんにはよく出
で

ていて、 

ゼリーやプリンなどのデザートをいつも楽
たの

しみに 

していました。 

また、今
いま

でも給
きゅう

食
しょく

に出
で

ますが焼
や

きそばが大
だい

好
す

きで 

焼
や

きそばパンにして食
た

べていました。 

禾生
か せ い

第二
だ い に

小学校
しょうがっこう

 上田
う え だ

 司
つかさ

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

 

初
しょ

任
にん

の学
がっ

校
こう

では年
ねん

に１度
ど

バイキング 給 食
きゅうしょく

がありました。 

おかずが選
せん

択
たく

できる形
かたち

でデザートも選
えら

んだ

記
き

憶
おく

があります。 

選
えら

べることが嬉
うれ

しくて、子
こ

どもも先
せん

生
せい

たちも

笑顔
え が お

でした。 

宝
たから

小学校
しょうがっこう

 小口
お ぐ ち

 尚
ひさ

良
よし

 校長
こうちょう

先生
せんせい

 

 

小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

の頃
ころ

は脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

を 器
うつわ

に入
い

れて飲
の

んでいました。 

私
わたし

はグリンピースが苦
にが

手
て

で噛
か

むことが出
で

来
き

ず苦
く

労
ろう

していましたが、飲
の

み込
こ

む瞬間
しゅんかん

に 

ウッとなりながらも頑
がん

張
ば

って食
た

べるように

していました。 


